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１．研究計画の概要 
 本研究は東欧ロシアの諸地域および地域
全体に関する歴史認識枠組みの変化を比較
検討することを目的とする。そのために以下
の研究を計画した。 
（1）資料の収集と分析 
 東欧ロシア史学史に関する文献および史
料を調査・収集して整理・分析する。東欧ロ
シア史学史全体を俯瞰するような基本的文
献については精読するとともに、各論につい
ても調査して、研究史および現在における研
究の動向を明らかにする。 
（2）文献データベースの作成 
 (1)の資料調査結果を踏まえて、東欧ロシア
の歴史家とその作品を網羅したデータベー
スを作成する。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）東欧ロシア史学史に関する基礎的な研
究資料の調査、収集、分析をおこなうととも
に、分担者各自が専門領域に関する研究史を
調査した。その結果、東欧ロシア史学史の基
本的かつ包括的な研究文献がニーデルハウ
ゼル・エミル著『東欧ロシア史学史』である
ことを確認し、同書がハンガリー語で記され
ていることから、研究参加者の間で章ごとに
分担して読解と翻訳を進めた。 
 計 6 回の研究会を開催し、『東欧ロシア史
学史』を読み進めるとともに、東欧各地域を
専門とする研究協力者も加えて、用語と概念
の統一に向けて議論をおこなった。現地に派
遣した協力者からは、各地の史学史研究の現
状に関する情報を得た。また、旧ユーゴスラ
ヴィア地域等いくつかの地域ごとに専門家
を招聘して分科会をおこない、各地域の歴史
叙述に関する用語と概念を整理した。 

（2）現地協力者に依頼し、『東欧ロシア史学
史』で言及されている文献について原語での
書誌情報を得た。さらに、研究代表者、分担
者、そしてのべ 17人の協力者が現地に赴き、
それらの文献ならびに他の文献についても
可能な限り実物を図書館等で探査した。こう
してチェコ史 1096、ブルガリア史 1150、ハ
ンガリー史 987、クロアチア史 782、セルビ
ア史 590、ロシア史 575、ポーランド史 480、
スロヴァキア史 245、ルーマニア史 294、ス
ロヴェニア史179の文献情報を整理すること
ができた。これらの文献情報は、今後のデー
タベース作成の基本データとするために、電
子化して研究分担者間で共有し、『東欧ロシ
ア史学史』の翻訳に注の形で組み込んだ。 
（3）研究成果は『東欧ロシア史学史』の翻
訳に文献目録の CD を付録する形で公表する
ことに決めた。上記の通り翻訳と文献情報の
収集はほぼ終了し、最終年度の公刊に向けて
作業を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由）ほぼ計画通りに研究が進捗している
ため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度もこれまで同様に計画に沿って研
究を続ける。とくに研究の最終年度として、
これまでの研究内容の整理と研究成果の公
表に重点を置く。すなわち『東欧ロシア史学
史』および文献データベースの公表を目指す。 
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